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16木田市長のど～んとコミュニケーション
南三陸町復興応援記

19まちの話題　

20暮らしの情報

26生活カレンダー・編集後記

25library news（図書館だより）
行政チャンネルとば番組案内

　市は1月12日、市民文化会館で平成26年鳥羽市成人式を行い、新成
人175人の新たな門出を祝いました。
　今年は「『伝えよう今の気持ちを』感謝」をテーマに式典が進行し、
オープニングセレモニーで鳥羽マーチングスポーツ少年団の演奏が行
われた後、市長をはじめ来賓のかたがたから祝辞が送られました。ま
た、市内各中学校の卒業アルバムで作られた「思い出のピクチャー」が
上映されると、自分たちの昔の姿に笑いが起こり、大いに盛り上がって
いました。
　式典後には、旧友との再会を喜び合い、記念写真を撮る姿がたくさ
ん見られました。

今月の表紙

17一人一人が備えてこ！防災力 UP! 鳥羽
イコールパートナーシップ

18やんちゃっこあまえっこ
広報文芸

8市職員の給与状況を公表します

6平成 26 年度国民健康保険税率・水道料金・
下水道使用料・市営定期船運賃を改定します

4三重県が「海女」を
無形民俗文化財に指定 !!

3今年の夏、佐田浜地区に農水産物直売所
「鳥羽マルシェ」がオープンします

15「タスキをつなげ心を一つに」
第７回美し国三重市町対抗駅伝

14平成 25 年度分高校生通学費など補助

11公売のお知らせ
不動産を公売します

12
市・県民税、所得税の申告は
自分で書いてお早めに
申告相談・受付期間は、2 月17 日（月）～ 3 月 17 日（月）
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「
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
フ
ラ
ン
ス

語
で
「
市
場
」
と
い
う
意
味
で
す
。

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
地
域
の

産
物
を
求
め
る
か
た
が
た
で
賑
わ

う
よ
う
な
場
所
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
建
物
は
市
が
整
備
し
、
生
産
者

を
代
表
す
る
団
体
で
あ
る
鳥
羽
志

摩
農
業
協
同
組
合
と
鳥
羽
磯
部
漁

業
協
同
組
合
が
新
た
に
「
鳥
羽
マ

ル
シ
ェ
有
限
責
任
事
業
組
合
」
を

設
立
し
、
一
体
経
営
す
る
予
定
で

す
。

　

施
設
に
は
直
売
施
設
の
ほ
か
、

旬
の
食
材
の
持
つ
栄
養
価
や
健
康

的
な
食
べ
か
た
と
い
っ
た
情
報
を

積
極
的
に
発
信
す
る
た
め
の
飲
食

コ
ー
ナ
ー
や
農
水
産
物
の
加
工
施

設
を
付
帯
す
る
予
定
で
、
地
域
の

み
な
さ
ん
を
「
食
」
の
力
で
健
康

に
、
そ
し
て
笑
顔
に
で
き
る
施
設

を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
夏
の
オ
ー

プ
ン
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

市
と
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
有
限
責

任
事
業
組
合
で
は
、「
鳥
羽
マ
ル

シ
ェ
」
の
情
報
発
信
に
あ
た
り
、

み
な
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
ま
す
。

　

採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
市
お

よ
び
有
限
責
任
事
業
組
合
に
著
作

権
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
直
売
所

壁
面
へ
の
表
示
の
ほ
か
、
広
告
宣

伝
な
ど
の
た
め
に
必
要
と
判
断
す

る
目
的
に
活
用
し
ま
す
。

　

応
募
者
は
次
の
期
間
に
応
募
用

紙
と
と
も
に
作
品
を
農
水
商
工
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

２
月
５
日

（水）
～
３
月

17
日

（月）
※
必
着

採
用
作
品　

１
点　

賞
金
10
万
円

お
よ
び
副
賞

　

募
集
に
か
か
る
条
件
や
注
意
事

項
な
ど
、
く
わ
し
く
は
農
水
商
工

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.city.toba.

m
ie.jp/sangyou/index.htm

l

１月 12 日に行われた「鳥羽マルシェ有限責任
事業組合」契約書調印式の様子

今年の夏、佐田浜地区に
農水産物直売所「鳥羽マルシェ」が
オープンします

農水商工課　  25１１５６

　市では、第一次産業の活力づくりと観光地として
の魅力充実につながる「食」の情報発信拠点として、
鳥羽駅前（佐田浜地区）に農水産物の直売所「鳥羽
マルシェ」を整備します。

ロゴマークを
募集します
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わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
鳥
羽
市

に
は
、
木
曽
三
川
か
ら
流
れ
出
る

淡
水
と
伊
勢
湾
口
の
海
水
が
融
合

し
、
全
国
で
も
有
数
の
漁
場
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
女
は
素
潜
り
で
ア
ワ
ビ
や
サ

ザ
エ
、
海
藻
な
ど
を
採
る
漁
を
な

り
わ
い
と
す
る
女
性
た
ち
の
こ
と

で
、
他
に
類
の
な
い
女
性
の
漁
師

さ
ん
、
か
っ
こ
よ
く
言
え
ば
プ
ロ

の
女
性
ダ
イ
バ
ー
で
す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
３
千
年
も

前
の
白
浜
遺
跡
（
浦
村
町
）
か

ら
、
大
き
な
ア
ワ
ビ
や
そ
れ
を
採

る
た
め
に
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
鹿

の
角
を
加
工
し
た
道
具
が
発
見
さ

れ
て
お
り
、
古
代
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
漁
法
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
な
ぜ
海
女
が
三
重
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？ 

 

「
海
女
」
さ
ん
っ
て
？

「
海
女
」
の
魅
力
や
価
値

　朝早く起きて朝食を作り、子どもを
学校に送り出し、旅館の手伝いをし
たり、畑に行ったりと実に働き者の「海
女」。ひとたび海に潜るとその技術で
たくさんの獲物を採ってきます。この
素もぐり技術が認められ、県の無形
民俗文化財に指定されました。

「素もぐり」技術を受け継ぎ、
古代から自立してきた女性たち

　古来不老長寿の妙薬
として珍重されてきたア
ワビなど、生命の成長を
促す貴重な資源を採りす

ぎないよう、漁獲資源の保護を実践しています。
今でも漁の際、酸素ボンベを使っていません。

その1海の資源を「採りすぎない」・
「採りつくさない」姿勢

その2

　海の森ともいうべき磯や藻
場。海女が活動の場とする
磯が適正に保全されることで
魚介類の繁殖が守られるとと

もに、たくさんの酸素が自然に供給されています。

魚介類の産卵場・隠れ家となる
「磯・藻場」を保全

その3

日本山海名産図会（1799 年）

海女振興協議会事務局（企画財政課企画経営室内）　  25１１０１

　鳥羽・志摩には、全国の約半数となる１，０００人近い海女さんがおり、日々元気に操業されています。そんな海女さんが、
この１月に三重県の無形民俗文化財に指定されました。
　ここでは、意外と知られていない海女さんのこと、また海女さんを応援する市の取り組みなどをお伝えします。

三重県が「海女」を
無形民俗文化財に指定！！
三重県が「海女」を
無形民俗文化財に指定！！
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海
女
振
興
協
議
会

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
海
女

は
環
境
と
共
同
体
を
守
る
自
立
し

た
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
で
あ
る
と

言
え
、
鳥
羽
市
と
志
摩
市
で
は

「
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
貴
重
な

存
在
で
あ
る
」
と
し
て
応
援
を
始

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
知

事
も
海
女
を
応
援
す
る
体
制
整
備

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
海
女
」
を

応
援
す
る
取
り
組
み

と　　き　３月１日（土）午後１時～５時
　　　　    　　２日（日）午前 10 時～午後１時
と  こ  ろ　 三重県立美術館・講堂
　　　　　（三重県津市大谷町 11 番地）
申込期限　２月 21日（金）
　　　　　（事前の申し込みが必要です）
定      員　 各日１００人（先着順）
申込・問合せ先　 海女振興協議会事務局　  25１１０１　  25３１１１
　　　　　　　　　　　　　　　 　  kikaku@city.toba.mie.jp

シンポジウムを開催します
　海女の魅力を広く県内に伝えることを目的に、
海女振興協議会を中心とした実行委員会を組織
し、「海女文化シンポジウム」を開催しますので、
ぜひ申し込んでください。たくさんのかたの参
加をお待ちしています。

部会１ 里海をつくる海女の会

海女の所得向上に向けた
取り組み全般

構成員
海女のみなさん

事務局
県水産部門

　

そ
ん
な
海
女
さ
ん
で
す
が
、
近

年
は
海
女
を
職
業
に
選
ぶ
女
性
が

減
り
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
伝
統
と
文
化
が

い
つ
ま
で
続
く
か
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
鳥
羽
市
と
志
摩
市
で
は

「
海
女
振
興
協
議
会
（
会
長　

海

の
博
物
館
長
）
」
を
設
置
し
、
い

つ
ま
で
も
海
女
漁
が
続
く
た
め
の

取
り
組
み
や
、
振
興
の
旗
印
と
し

て
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
」
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
面
で

の
保
存
継
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。 　人と人のつながりが希薄化している

現在ですが、海からあがり暖をとる海
女小屋では日常のすべてが隠し事なく
話され、さまざまな知恵が引き継がれ
ています。海女はそういった知恵を生
かし、地区に暮らすみなさんと一体と
なって漁村を支えています。

共に助け合い暮らしてゆく
「漁村共同体」の支え

その4

部会2 海女文化振興の会

海女文化の振興および保存・継承全般

構成員
海女代表、三重県・鳥羽市・
志摩市の関係部局や団体、

三重大学

事務局
鳥羽市・志摩市
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課
税
内
容
に
つ
い
て　
　
　
税
務
課
市
民
税
係
　
25
１
１
３
４

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
定

資
格
・
給
付
に
つ
い
て　
市
民
課
保
険
年
金
係
　
25
１
１
４
８

所得に応じて計算 固定資産税に
応じて計算

国
民
健
康
保
険
税

医
療
保
険
分

後
期
高
齢
者
支
援
分

介
護
保
険
分

所得割 資産割

基礎控除33万円
6.6%
（5.2%）

所得に応じて計算 固定資産税に
応じて計算

所得割 資産割

基礎控除33万円
1.7%
（1.9%）

4.1%
（4.1%）

19%
（19%）

所得に応じて計算 固定資産税に
応じて計算

所得割 資産割

基礎控除33万円
1.0%
（0.8%）

5.0%
（5.0%）

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

一人あたりに
対する金額

均等割

7,800円
13,000円
20,800円

一人あたりに
対する金額

均等割

1,950円
3,250円
5,200円

一人あたりに
対する金額

均等割

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後

1,860円
3,100円
4,960円

26,000円
（21,000円）

6,500円
（5,800円）

6,200円
（5,400円）

一世帯に対する金額

平等割

6,900円
11,500円
18,400円

一世帯に対する金額

平等割

1,620円
2,700円
4,320円

一世帯に対する金額

平等割

1,260円
2,100円

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後

7割軽減後
５割軽減後
２割軽減後 3,360円

23,000円
（21,000円）

5,400円
（4,800円）

4,200円
（4,000円）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
の

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
国

民
健
康
保
険
税
と
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
、
市
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
で
運
営
し
て
お
り
、
国
保
税
は

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
医
療
費
の
増
加
や
保
険

税
収
の
減
少
に
よ
り
、
国
保
財
政

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
基
金
や
繰
越
金
を
活
用
し

て
、
国
保
税
の
負
担
を
抑
え
な
が

ら
安
定
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
は
、
財
源
の
確

保
が
困
難
な
状
況
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
保
財
政
の
安

定
を
図
る
た
め
、
市
の
財
源
（
一

般
会
計
）
か
ら
支
援
を
受
け
た
上

で
、
や
む
を
得
ず
国
保
税
率
を
改

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
国
保
税
率

　

一
年
間
の
国
保
税
は
、
国
民
健

康
保
険
に
必
要
な
費
用
に
充
て
る

た
め
の
医
療
保
険
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
か
か
る
医
療
費
の

一
部
を
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支

援
分
、
40
歳
～
64
歳
の
か
た
で
介

護
保
険
料
の
納
付
の
費
用
に
あ
て

る
介
護
保
険
分
と
し
て
計
算
し
、

そ
れ
ら
を
合
計
し
た
金
額
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
の
総
所
得

金
額
に
よ
っ
て
は
、
均
等
割
・
平

等
割
が
７
割
・
５
割
・
２
割
の
い

ず
れ
か
に
軽
減
さ
れ
る
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か

の
軽
減
措
置
と
し
て
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う

軽
減
措
置
、
非
自
発
的
失
業
者
へ

の
軽
減
措
置
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
人
数
や
年
齢
、
所
得
、
資
産

な
ど
に
応
じ
て
計
算
し
、
世
帯
主

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
具
体

的
な
計
算
例
な
ど
は
、
広
報
と
ば

６
月
１
日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

※（　）内の数字は、現行の率・金額です。

平成26年度
国民健康保険税率・
水道料金・下水道使用料・
市営定期船運賃を改定します
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４
月
１
日
に
消
費
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
水
道
料
金
お
よ
び
下
水

道
使
用
料
に
か
か
る
消
費
税
も
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
今
回
の
改
定
は
消
費
税
の
増
額
の
み
の

改
定
で
す
。

　

新
料
金
で
の
請
求
は
、
５
月
（
４
月
使
用

分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
消
費
税
率
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

市
営
定
期
船
旅
客
運
賃
を
４
月
１

日
か
ら
改
定
し
ま
す
。
な
お
、
荷

物
運
賃
は
改
定
を
行
わ
ず
、
現
行

ど
お
り
と
し
ま
す
。

　
新
料
金
で
の
乗
船
券
の
販
売
は
、

４
月
１
日
か
ら
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
旅
客
運
賃
の
改
定

に
よ
る
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の

負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
た

め
、
回
数
乗
船
券
の
通
用
期
間
を

現
在
の
３
か
月
間
か
ら
６
か
月
間

に
延
長
し
ま
す
。
３
月
１
日
か
ら

販
売
す
る
回
数
乗
船
券
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

回
数
乗
船
券
の
お
知
ら
せ

■下水道使用料新料金表

■水道料金新料金表

公衆浴場従量料金（円 /㎥）　59.4(55)　臨時工事用従量料金（円 /㎥）　410.4 (380)

回数乗船券は 11枚綴りで、普通運賃の10 倍の額です。

（1）普通運賃 （単位：円）

区　間
大　　人 小　　人

現　行 改定額 現　行 改定額

答　志 530 540 270 270

菅　島 490 500 250 250

神　島 710 730 360 370

坂　手 220 220 110 110

桃　取 430 440 220 220

坂手～菅島 270 270 140 140

490 500 250 250

菅島～答志 220 220 110 110

答志　　 ～神島菅島

（2）定期（通勤・通学）運賃 （単位：円）
区分 通勤定期 通学定期

航路 期間 現行 改定額 現行 改定額

答志
1か月 19,080 19,440 12,720 12,960
3 か月 54,380 55,410 36,260 36,940
6 か月 103,040 104,980 68,690 69,990

菅島
1か月 17,640 18,000 11,760 12,000
3 か月 50,280 51,300 33,520 34,200
6 か月 95,260 97,200 63,510 64,800

神島
1か月 25,560 26,280 17,040 17,520
3 か月 72,850 74,900 48,570 49,940
6 か月 138,030 141,920 92,020 94,610

坂手
1か月 7,920 7,920 5,280 5,280
3 か月 22,580 22,580 15,050 15,050
6 か月 42,770 42,770 28,520 28,520

桃取
1か月 15,480 15,840 10,320 10,560
3 か月 44,120 45,150 29,420 30,100
6 か月 83,600 85,540 55,730 57,030

鳥
羽
市
定
期
航
路
旅
客
運
賃
改
定

(  ) 消費税抜き金額

(  ) 消費税抜き金額
区　　分 排除汚水量 使用料（円）

基本使用料  1,080 (1,000)

超過使用料
（１㎥につき）

　108 　 (100)
  140.4 (130)
  183.6 (170)
   237.6 (220)
　280.8 (260)
　313.2 (290)

  10㎥まで
  11㎥～　20㎥　

  51㎥～100㎥　
  21㎥～　50㎥　

501㎥～

101㎥～200㎥
201㎥～500㎥

メーター
口径

基本水量と料金
従量料金の区分 従量料金

（円 /㎥）基本水量 基本料金（円）

13㎜ 10㎥まで     1,555 
    (1,440)

11㎥～20㎥ 183.6 
 (170)

21㎥～ 60㎥  243
 (225)

61㎥～110㎥  313.2 
 (290)

20㎜ 10㎥まで     2,203 
    (2,040)

111㎥～ 310㎥  394.2 
 (365)

311㎥～ 448.2
 (415)

25㎜ ―     3,607 
 (3,340)

40㎜ ―    17,215 
  (15,940)

50㎜ ―  28,447 
  (26,340)

75㎜ ―  56,592 
  (52,400)

100㎜ ―  84,996 
  (78,700) 

150㎜ ― 142,560 
(132,000)

船舶用 ―  534.6 
 (495)

1㎥～10㎥ 186.6
 (170)

11㎥～ 50㎥ 243
 (225)

51㎥～100㎥ 313.2
 (290)

101㎥～ 300㎥ 394.2
 (365)

301㎥～ 448.2
 (415)

水
道
課
管
理
係　

　
26
２
７
８
０

水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
の
改
定

水
道
課
下
水
道
係　

　
25
１
１
６
１

　
　
　
　
定
期
船
課
管
理
係

　
25
４
７
７
６

市
営
定
期
船
運
賃
の
改
定
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市職員の給与状況を公表します

区　分
住民基本
台帳人口

(H25.3.31)
歳　出　額 A 実質収支 人　件　費 B 人件費率

(B ／A)

( 参考 )
23 年度の
人件費率

24 年度 21,177人 11,237,352 千円 380,749 千円 2,514,976 千円 22.4％ 24.2％

区　分 職員数 A
給　　与　　費 一人当たり

給与費
(B ／A)給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

24 年度 308 人 1,120,478 千円 168,184 千円 398,494 千円 1,687,156 千円 5,478 千円

１　人件費の状況（普通会計決算）
人件費には一般職員のほか、市長、副市長などの特別職の給与や市議会議員の報酬などが含まれています。

２　職員給与費の状況（普通会計決算）
職員給与とは、人件費のうち一般職員に支給される給料諸手当をいいます。

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料
月額 平均年齢 平均給料

月額 平均年齢

鳥羽市 302,322 円 40.2 歳 323,700 円 50.9 歳

三重県 349,172 円 43.2 歳 348,405 円 48.6 歳

国 307,220 円 43.1 歳 272,119 円 49.9 歳

3　職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　（25 年 4 月 1 日現在）

区　　分
鳥羽市 三重県

初任給 初任給

一般
行政職

大学卒 172,200 円 178,800 円

高校卒 140,100 円 144,500 円

4　職員の初任給の状況
（25 年 4 月 1 日現在）

区　　　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 250,400 円 295,500 円 353,100 円

高校卒 212,700 円 258,600 円 295,500 円

（注）　人件費には事業費支弁を含みます。

（注）①職員手当には、退職手当は含まれていません。  ②職員数は 24 年 4 月 1日現在の職員数です。

※鳥羽市は、平成 25 年 7 月 1日から給与削減措置により給料月額を
　減額しています。

5　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
職員の給料は、職務や学歴、経験年数によって決められます。　　 （25 年 4 月 1 日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

総務課人事係　  25１１13

　市職員などに支給される給与は、国家公務員の給与制度に準じ、民間との比較やほかの地方公共団体の職員との
均衡を考えて、市の職員給与条例などで定められています。
　市民のみなさんに、市職員などの給与のあらましについてお知らせします。

広報とば 8



８　特別職の報酬等の状況
（25 年 4 月 1 日現在）

9　職員定数管理計画の目標
平成 22 年度から平成２６年度までの５年間に職員数を１９人削減します。

区　　　　分 給　料　月　額　など

給
料

市　　　長
副　市　長

890,000 円（801,000 円）
688,000 円（619,200 円）

※ 平成 25 年 7 月 1 日から給与削減措
置により10% 削減しています。（　）
内は、給与削減措置後の額です。

報
酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

443,000 円
375,000 円
335,000 円

期
末
手
当

市　　　長
副　市　長

（25 年度支給割合）
　　6 月期　　　　1.70 月分
　 12 月期　　　　1.85 月分
　　　計　　　　　 3.55 月分

（加算措置　　有）
※  12 月期の期末手当については、給与

削減措置により10% 削減しています。

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（25 年度支給割合）
　　6 月期　　　　1.55 月分
　　12 月期　　　　1.70 月分
　　　計　　　　　 3.25 月分

（加算措置　　有）

区　　分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度当初
目標職員数 ー 377 373 368 365 360
対前年増減数 ー △ 2 △ 4 △ 5 △ 3 △ 5
実職員数 379 369 369 365 ー ー
目標職員数との対比 ー △ 8 △ 4 △ 3 ー ー

区分 内容（国の制度と同じ）

扶
養
手
当

ア. 配偶者　　　　　 　 　 　 　 　 　 13,000 円
イ. 配偶者以外の扶養親族　　　　　　　6,500 円
　 ただし、配偶者のない場合
　　1 人目　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 11,000 円
　　2 人目以降 　　　　　　　　　　　  6,500 円
　 なお、満 16 歳以上 22 歳までの子については
　　5,000 円加算

住
居
手
当

ア. 借家、借間居住者
　  支給対象 12,000 円を超える額
　 最高支給額　　　　　　　　　　　　　　　27,000 円

通
勤
手
当

ア. 交通機関利用者
　 全額支給限度額
　 支給単位期間のうち最も長い支給単位期間の
　 １か月当たりの運賃相当額 　　　55,000 円
イ. 交通用具利用者
　  2㎞以上 5 ㎞未満　　 　　　    2,000 円
　  5㎞以上10㎞未満　　　　 　 　 4,100 円
　  10㎞以上 60㎞未満　距離区分に応じて
　　　　　　　　　 　　6,500 円～23,600 円
　 60㎞以上　 　　　　 　 　 　　 24,500 円

6　手当の状況
扶養手当・住居手当・通勤手当（25 年 4 月 1 日現在）

24 年度
総支給額 51,400,000 円

職員一人当たり支給年額 157,000 円

23 年度
総支給額 52,734,000 円

職員一人当たり支給年額 163,000 円

時間外勤務手当（企業職員を除く）

特殊勤務手当
著しく危険、不快、不健康などの特殊な勤務に従事す
る職員に対し支給（８種類）
代表的な手当　ごみ処理に従事する職員の特殊勤務手
当、消防・船舶職員の特殊勤務手当

その他の手当
管理職手当（課長級職員に支給）、地域手当、夜間勤務
手当などがあります。

７　期末・勤勉手当、退職手当の状況

期
末
・
勤
勉
手
当

（25 年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　　　　勤勉手当
　6 月期　1.225 月分（1.025）　0.675 月分（0.875）
12 月期　1.375 月分（1.175）　0.675 月分（0.875）
　　　計　　 2.6 月分（2.20）　 1.35 月分（1.75）
　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は管理職
　職制上の段階、職務の級等による加算措置あり
※ 課長級および課長補佐級について、平成 24 年度後期

および平成 25 年度前期における業績・態度を 6 月
期および 12 月期勤勉手当の成績率に反映しています。

※ 12 月期の期末勤勉手当については、給与削減措置
により10% 削減しています。

退
職
手
当

（24 年度支給率）　
　　　　　　　　　自己都合　　 　 　勧奨・定年
勤続 20 年　　  　23.50 月分　　  　30.55 月分
勤続 25 年　　  　33.50 月分　　  　41.34 月分
勤続 35 年　　  　47.50 月分　　  　59.28 月分
最高限度額　　  　59.28 月分　　  　59.28 月分
1 人当たり平均支給額（24 年度）
自己都合など　　　　13,683 千円
定　　　　年　　　　21,817 千円
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10　定員の状況 11　職員の採用状況

12　職員の退職者数

13　勤務時間

14　休暇制度

16　懲戒処分の状況 

部門別職員数の状況（25 年 4 月1日現在） 　職員の採用は、行政需要の動向や今後の退職者数を考
慮し行っています。
　平成 25 年度の新規採用職員の状況は表のとおりです。

平成 24 年度の職員の退職状況は表のとおりです。

　原則週休 2 日制、週 38 時間 45 分勤務で、1 日の勤
務時間は 8 時 30 分から17 時 15 分までです。
　市民サービスの向上、業務の効率化などの目的で、勤
務時間帯をずらしたり、交替制勤務にするなど、業務内容
によって異なる勤務形態をとっています。

　休暇には大きく次の 4 つがあります。
① 年次有給休暇　1 年（暦年）あたり 20 日間の年次有給

休暇が与えられます。残日数がある場合は、20 日を限
度として翌年に繰り越すことができます。

② 病気休暇　病気療養に必要な期間（90 日以内）につい
て有給で与えられます。

③ 特別休暇　特定の事由に基づいて有給で認められます。
結婚休暇、忌引休暇、産前・産後休暇、ボランティア休暇、
夏季休暇などがあります。

④ 介護休暇　配偶者などの介護が必要な期間（連続する
6 か月以内）について無給で与えられます。

　懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務などに違反し
た場合に道義的責任を問うことにより、公務における規律
と秩序を維持することを目的とする処分です。
　その種類として、免職、停職、減給、戒告があります。
　市民のみなさんからの信頼を確保していくために、今後
とも服務規律の遵守の徹底を図るとともに、不祥事が発
生した際には厳正に対処してまいります。

　平成 24 年度の懲戒処分の状況は表のとおりです。

　　　区分

部門

職　員　数 対前年増減数
主な増減

理由平成
24 年

平成
25 年

平成
24 年

平成
25 年

一
般
行
政
部
門

議　 会
総務企画
税　 務
民　 生
衛　 生
労　 働
農林水産
商　 工
土　 木

３
５３
１７
７７
４１

１１
１２
１９

３
５３
１７
７６
４０

１１
１２
１８

△１
２

△１
０
１

０
１
０

０
０
０

△１
△１

０
０

△１

・欠員不補充による減
・業務の見直しによる減

・業務の見直しによる減

小　計 233 230 2 △３

特
別
行
政
部
門

教　 育
消　 防

３5
４1

34
43

0
1

△1
2

・業務の見直しによる減
・職員採用による増

小　計 76 77 1 1

普通会計計 309 307 △９ △２
公
営
企
業
等
会
計
部
門

水　 道
交　通
下水道
その他

13
32
２
13

１１
32
２

１３

△３
０
０
０

△２
０
０
０

・業務の見直しと退職
　者不補充による減

小　計 60 ５８ △３ △２

合　　計 369 365 △10 △４

区分 採用者数

一般事務職 4 人

消　防　職 2 人

保　育　士 1 人

看　護　師 1 人

合　　　計 8 人

区分 免職 停職 減給 戒告 合計

市長部局 5 人 5 人

区　　　分 定年退職 普通退職など 合　計

市長部局など 7人 4 人 11 人

教育委員会 1 人 1 人

合　　　計 7人 5 人 12 人

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を
保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を
除いています。

※退職者の豊かな知識と経験を活用するため、条例に基づき再任
用制度を実施しています。 平成 25 年４月１日の再任用職員数は１
人です。（表の数には含まれません。）

15　分限処分の状況 
　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心
身の故障や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由があ
る場合に、職員の意に反する不利益な身分上の変動をも
たらす処分です。
　その種類として、免職、降任および休職があります。

　平成 24 年度の分限処分の状況は表のとおりです。

区　　分 免職 降任 休職 合計

市長部局 2 人 2 人

広報とば 10



所在　鳥羽市鳥羽二丁目　　地目　宅地　　　　
地番　５９８番３ 　　　　　　地積　１５２.０６㎡  

（土地の表示）

（建物の表示）
所在　鳥羽市鳥羽二丁目５９８番地３　　 家屋番号　５９８番３　　種類　居宅
構造　木造瓦葺平家建　　　　　　　   床面積　８３．６５㎡

見積価額　 １，４００，０００円
公売保証金　   １４０，０００円

 以上登記簿による表示
※公売財産を一括売却

【公売財産Ｆ－ 5】

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
入
札
方
式
で
公
売
を

行
い
ま
す
。

公
売
財
産
・
見
積
価
格
・
公
売
保
証
金　
公
売

財
産
Ｆ
ー
５
の
と
お
り

公
売
方
法　
入
札
方
式
（
最
も
高
い
値
段
で
入

札
さ
れ
た
か
た
を
買
い
受
け
人
と
し
ま
す
）

と
こ
ろ　
鳥
羽
市
民
文
化
会
館
中
会
議
室
（
鳥

羽
市
鳥
羽
三
丁
目
８
番
３
号
）

と
き　
２
月
20
日
(木)

入
札　
午
前
10
時
10
分
～
10
時
40
分

開
札　
午
前
10
時
42
分

売
却
決
定　
２
月
27
日
(木)
午
前
10
時

買
受
代
金
納
付
期
限　
２
月
27
日
(木)
午
前
11
時

必
要
な
も
の　
入
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、

入
札
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
公
売
日
前
日
ま

で
に
税
務
課
に
て
説
明
書
と
あ
わ
せ
て
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

◇
公
売
に
関
す
る
説
明
を
公
売
当
日
午
前
10

時
か
ら
公
売
場
所
に
お
き
ま
し
て
行
い
ま
す

の
で
、
必
ず
午
前
10
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

◇
公
売
財
産
は
、
そ
の
現
況
な
ど
を
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
札
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
「
公
売
日

の
前
日
」
に
電
話
で
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
特
別
滞
納
整
理
係
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

不動産を公売します
市では、市税などの滞納処分のため差し押さえた財産（不動産）を公売します。
買い受けを希望されるかたは、ぜひ入札に参加してください。

公売のお知らせ

税務課特別滞納整理係　　 25 １１３６

公売財産
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受付日 地区名 会　　　場 受付時間 受付日 地区名 会　　　場 受付時間
 2 月 24 日（月） 神島 神島開発総合センター 9:00～15:00  3 月　6 日（木） 坂手 坂手公民館  9:00 ～12:00
 2 月 25 日（火） 菅島 菅島老人憩の家 9:00～15:30  3 月　7 日（金） 石鏡 石鏡公民館  9:00 ～11:30
 2 月 26 日（水） 桃取 桃取健康管理センター 10:30 ～14:30 浦村 本浦公民館 13:30 ～16:00

 2 月 27 日（木） 相差・畔蛸 鳥羽磯部漁協相差支所 
女性等活動拠点施設 9:00 ～15:00  3 月 10 日（月） 一丁目～五丁目

市民文化会館 
４階・第３
小会議室

  9:30 ～16:00

 2 月 28 日（金） 答志 答志老人憩の家 9:00 ～15:30
 3 月 11日（火）

堅神・屋内

 3 月　3 日（月） 和具 鳥羽磯部漁協 
和具浦支所集荷場 10:30 ～15:30 池上・小浜

 3 月　4 日（火）
松尾・白木 松尾公民館 9:00 ～11:30  3 月 12 日（水） 安楽島
若杉・河内 岩倉老人憩の家 13:30 ～16:00 船津・幸丘

岩倉  3 月 13 日（木） 大明東・大明西

 3 月　5 日（水）
堅子 堅子老人憩の家 8:30 ～10:00 高丘
千賀 千賀公民館 10:30 ～12:00
国崎 国崎公民館 14:00 ～16:00

 2 月 24 日（月）

～

 3 月　7 日（金）
全地区 市民文化会館 

４階・第２小会議室 9:00 ～16：00

市
・
県
民
税
の
申
告

　

申
告
書
は
、
前
年
の
課
税
実
績

や
課
税
資
料
な
ど
を
基
に
、
申
告

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
た

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
告
書
に
同

封
の
「
市
・
県
民
税
申
告
書
の
書

き
か
た
」
を
読
ん
で
、
期
限
内
に

申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
申
告

相
談
は
、
表
1
の
会
場
で
行
い
ま

す
。

申
告
が
必
要
な
か
た

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
住
所
の
あ
る
か
た
や
市
の
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
か

た
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

給
与
所
得
者
は
通
常
の
場
合
、

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

勤
務
先
か
ら
市
に
対
し
て
給
与
支

払
報
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合

や
、
給
与
所
得
以
外
に
地
代
、

家
賃
、
配
当
、
農
業
、
漁
業
、
営

業
、
収
用
な
ど
で
国
や
地
方
公
共

団
体
に
土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た

人
、
そ
の
他
に
何
ら
か
の
所
得
が

あ
る
人
は
必
ず
申
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ

の
他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要

で
す
。
こ
の
場
合
で
も
、
源
泉
徴

収
さ
れ
て
い
る
所
得
税
が
あ
り
、

　

市
で
は
次
の
申
告
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
の

会
場
で
も
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
い
せ
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
伊
勢
税
務
署
西
隣
）
に
て
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
土
地
建
物
・
株
式
・
先
物
取
引
の
譲
渡

　
所
得
、
山
林
所
得

●
青
色
申
告
、
損
失
の
繰
り
越
し
、
雑
損

　
控
除

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

●
消
費
税
、
贈
与
税

●
平
成
24
年
分
以
前
の
確
定
申
告

●
修
正
申
告
お
よ
び
更
正
の
請
求

●
平
成
25
年
中
に
事
業
を
始
め
ら
れ
た
か
た

●
そ
の
他
、
複
雑
な
申
告
の
か
た

表１　　市・県民税の申告相談所開設日と会場

以下のとおり臨時申告相談所を開設します。（土曜・日曜日を除く）

※臨時申告相談所では、市・県民税申告書、確定申告書 A のみの受け付けとします。その他の申告書に
　ついては、受け付けません。表２の申告相談日に相談していただくか、伊勢税務署を利用してください。

問い合わせ先

　市・県民税と所得税の申告が始まります。もう準備はお
済みでしょうか。今年の申告相談・受付期間は、2 月 17
日 ( 月 ) ～ 3 月17 日 ( 月 ) までとなっています。
　申告は、昨年１年間の所得の総決算であり、公平な課税
資料や証明資料になる大切なものです。
　申告に必要な帳簿や書類の整理をして期限内に申告を済
ませましょう。

申告相談・受付期間は、2月17日(月)～3月17日 (月)

市・県民税の申告

所得税の申告

税務課市民税係　  25１１３４
伊勢税務署個人課税部門
(音声案内) ０５９６ 28３１９１

市・県民税、所得税の申告は
自分で書いてお早めに
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と　き 会場・受付時間 地区名

 2 月17 日（月）

市民文化会館 
4 階・大会議室 

9：00 ～12：00 
13：00 ～16：00

一丁目～五丁目・
堅神・屋内

 2 月18 日（火） 神島・菅島・和具・
坂手・桃取・答志

 2 月19 日（水）
船津・幸丘・若杉・

河内・岩倉・
 松尾・白木

 2 月 20 日（木）
浦村・石鏡・相差・

国崎・畔蛸・
 千賀・堅子

 2 月 21日（金） 池上・小浜・大明東・
大明西・高丘・安楽島

 3 月 14 日（金）
        17 日（月）

全地区

※税理士への相談を希望されるかたは、指定日にかかわらず 2 月 19 日
　（水）～21日（金）の期間にお越しください。
※上記会場では、市・県民税申告書、確定申告書 A、確定申告書Ｂの
　みの受け付けとします。
※市・県民税の申告も受け付けます。
※所得税の確定申告をする場合は市・県民税の申告は不要です。

表２　　確定申告の申告相談・受付日と会場

そ
の
還
付
を
受
け
る
か
た
は
確
定

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
所
得
税
の
還
付
が
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
医
療
費
控
除
や
生
命

保
険
料
控
除
・
地
震
保
険
料
控

除
な
ど
追
加
の
控
除
が
あ
れ
ば
、

市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
告
書
の
提
出
が

な
い
場
合
、
所
得
課
税
証
明
書
や

納
税
証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
申
告

　

確
定
申
告
は
、
昨
年
１
年
間
に

得
た
す
べ
て
の
所
得
を
自
分
自
身

で
計
算
し
、
算
出
し
た
所
得
税
を

国
に
納
付
す
る
申
告
制
度
で
す
。

　

３
月
17
日

（月）
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
内
で
の
確
定
申
告
相
談
会
の

日
程
は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
伊
勢
税
務
署
で
は
、
い
せ

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
伊
勢
税
務
署
西

隣
）
で
、
2
月
17
日

（月）
～
3
月
17

日
（月）
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
機

●
給
与
、
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

●
事
業
、
漁
業
、
農
業
、
不
動
産

　

所
得
を
申
告
す
る
か
た
は
収
支

　
内
訳
書

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
通
知
書

　

(

税
務
課
よ
り
１
月
27
日
発
送)

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

　
護
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ(

市
民

　

課
・
健
康
福
祉
課
よ
り
い
ず
れ

　
も
１
月
23
日
発
送) 

●
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

生
命
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

●
生
命
保
険
料
の
控
除
証
明
書

地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

●
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

●
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

●
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た

　
金
額
の
分
か
る
書
類

寄
付
金
控
除
を
受
け
る
場
合

●
寄
付
金
の
領
収
書
ま
た
は
受
領

　
証
明
書

障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合

●
障
害
者
手
帳

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

※
社
会
福
祉
事
務
所
で
発
行

平
成
25
年
分
申
告
の

主
な
改
正
点

●
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　
給
与
収
入
金
額
が
１
，
５
０
０
万

円
を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控

除
額
に
つ
い
て
、
２
４
５
万
円
の

上
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
い
計
算
方
法
な
ど
は
、

「
市
・
県
民
税
申
告
書
の
書
き

方
」
ま
た
は
「
確
定
申
告
書
の
手

引
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

伊
勢
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
次
の
方
法
で
提
出
さ
れ
た

か
た
に
は
、
平
成
25
年
分
所
得
税

の
確
定
申
告
書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ

ん
。
必
要
な
か
た
は
伊
勢
税
務
署

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

１　
電
子
申
告(e-Tax) 

２　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の　

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

３　
申
告
会
場
で
電
子
申
告

４　

前
年
以
前
に
提
出
さ
れ
た
確

定
申
告
書
の
「
翌
年
以
降
送
付
不

要
」
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

　

該
当
の
か
た
は
、
引
き
続
き

e-Tax

ま
た
は
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
込
み
合

い
ま
す
。

　

内
容
に
不
明
・
不
備
な
点
が
あ

り
ま
す
と
、
相
談
に
時
間
が
か
か

り
、
申
告
さ
れ
る
か
た
や
順
番
待

ち
の
か
た
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
な
ど
は
、
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
、
完
成
さ
せ
た
う
え

で
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
医
療
費
の
領
収
書
は
合
計
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
申
告
相
談
の
進
行

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

次の日程で税理士による無料税務相談所を開設
します。
とき　　2 月19 日（水）～21日（金）
　　　　午前 9 時 30 分～午後 4 時
　　　　( ただし12 時～午後１時は除く )
ところ　市民文化会館 4 階・大会議室
対象となるかた
①平成 24 年分の所得金額が300 万円以下のかた
②消費税課税事業者である場合には、基準期間
　( 平成 23 年分 ) の課 税 売上 高が 3,000 万
円以下で、かつ①に該当するかた
※なお、相談にはできる限り申告者本人がお越
　しください。

税理士による無料税務相談所

必要書類などくわしくは、
伊勢税務署（  ０５９６ 28 ３１９１）
へ問い合わせてください。
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第７回美し国三重市町対抗駅伝

　県庁前をスタートし、ゴールの県営陸上競技場までの
42.195㎞をタスキでつないで走る「美し国三重市町対抗
駅伝」が今年も開催されます。
　ここでは、選手登録された19人の鳥羽市代表選手をご
紹介します。
　ぜひ、みなさんも会場に足を運んでいただき、鳥羽市
選手団にご声援をお願いします。

教育委員会生涯学習課スポーツ推進係
１２６８25

県庁前（津市）　県営陸上競技場（伊勢市）2月16日（日）午前９時スタート（雨天決行）

ご当地グルメもあるよ！！
美し国三重を満喫美し国三重を満喫

市町交流市場（物産展）
同時開催！！

市町交流市場（物産展）市町交流市場（物産展）

２月16日（日）午前10時～
会場：県営総合競技場

松本　明彦
（明野高校）

中村　正仁
（（株）ヤマモリ）

田中　次尚
（菅島小学校）

岡本　亜海
（鳥羽小学校）

小久保　杏純
（安楽島小学校）

小久保　圭悟
（鳥羽小学校）

田畑　晴貴
（鳥羽小学校）

藤原　あや
（神島中学校）

田中　麻菜
（鳥羽東中学校）

木下　航弥
（加茂中学校）

辻　綾太
（鳥羽東中学校）

玉木　良和
（（株）玉木鉄工所）

中山　祐樹
（（有）中山建築）

髙安　一誠
（宇治山田商業高校）

野村　真哉
（伊勢工業高校）

齋藤　千穂
（宇治山田高校）

南　亜耶乃
（ＪＡ鳥羽志摩）

野嶋　沙更
（桃取小学校）

田中　葵
（皇學館大学）

岩橋　佐和
（宇治山田高校）

松本　聖
（皇學館大学）

１区 小学生女子（1.28㎞）６区 ジュニア男子（6.36㎞）

７区 一般女子（2.89㎞）

８区 20歳以上女子（3.43㎞）

９区 ジュニア女子（5.95㎞）

10区 20歳以上男子（6.425㎞）

２区 小学生男子（1.85㎞）

３区 中学生女子（3.76㎞）

４区 中学生男子（5.65㎞）

５区 40歳以上男子（4.60㎞）

伊
勢
自
動
車
道

雲出川

津IC

名松線

紀
勢
線

津

櫛田川

松阪
国道23号

近鉄山田線 宮川

伊勢市

伊勢IC

勢和多気JCT

多気

伊勢湾

9:00
スタート

11:00ごろ
ゴール

県庁前

小学生女子
1.28㎞

１
区

矢田カップ前

小学生男子
1.85㎞

２
区

メガネ赤札堂前

ジュニア男子
6.36㎞

６
区

大倉交差点ガリバー前

中学生女子
3.76㎞

３
区

三重スバル自動車前

中学生男子
5.65㎞

４
区

サークルK三雲中道店前

40歳以上男子
4.60㎞

５
区

マクドナルド玉城店東

ジュニア女子
5.95㎞

９
区JA松阪くしだ支店前

一般女子
2.89㎞

７
区

中日新聞明和専売所前

20歳以上女子
3.43㎞

８
区

坂本竹材店前

20歳以上男子
6.425㎞

10
区

コース図

同時開催！！同時開催！！

県営総合
競 技 場

W

N

E

S 対
象
と
な
る
か
た

①
市
内
在
住
で
高
等
学
校
に
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
な
ど

②
離
島
に
住
所
を
有
し
な
が
ら
、
下

宿
な
ど
を
す
る
生
徒
の
保
護
者
な
ど

※
市
税
お
よ
び
市
に
納
付
す
べ
き

負
担
金
な
ど
に
滞
納
が
な
い
世
帯

で
あ
る
こ
と

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
市
教
育

委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
な
ど
は
、
教
育
委
員
会
と

各
連
絡
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

交
付
対
象
期
間

●
後
期
分
（
平
成
25
年
10
月
１
日
～

平
成
26
年
３
月
31
日
）

●
１
年
間
分
（
平
成
25
年
４
月
１

日
～
平
成
26
年
３
月
31
日
）

補
助
の
額
（
率
）

●
公
共
交
通
機
関
（
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
・

バ
ス
・
定
期
船
）

<

離
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
か
た> 

定
期
券
購
入
額
の
25
％

<

本
土
地
区
に
お
住
ま
い
の
か
た> 

定
期
券
購
入
額
の
12.
5
％

※
月
額
上
限
１
２
，
５
０
０
円

●
下
宿
な
ど
（
下
宿
・
ア
パ
ー
ト
・

学
生
寮
）

<

離
島
地
区
に
お
住
い
の
か
た
の
み>

契
約
金
額
（
月
額
）
の
25
％

※
食
費
、
管
理
費
な
ど
を
除
く

※
月
額
上
限
１
２
，
５
０
０
円

申
請
時
の
必
要
書
類

●
在
学
証
明
ま
た
は
生
徒
証
明
書

（
写
）

●
定
期
券
（
写
）

※
有
効
期
間
満
了
日
の
確
認
で
き

る
も
の

●
下
宿
契
約
書
な
ど
（
写
）

※
下
宿
な
ど
申
請
に
お
け
る
契
約

書
な
ど
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
家

賃
、
食
費
、
管
理
費
な
ど
の
内
訳

お
よ
び
契
約
先
、
契
約
期
間
が
確

認
で
き
る
も
の

●
金
融
機
関
の
通
帳
（
写
）

※
振
込
先
確
認
の
た
め
新
規
、
変

更
時
の
み
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
市
税
等
納
入
状
況
に
係
る
課
税

資
料
確
認
承
諾
書(

様
式
第
２
号)

【
説
明
】

＊
高
等
学
校
な
ど
に
通
う
生
徒
と

は
、
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
特
別
支
援
学
校
高
等
部
・
専

修
学
校
高
等
課
程
に
通
う
生
徒
の

こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
高
等
専
門

学
校
お
よ
び
全
日
制
高
等
学
校
５

年
課
程
に
つ
い
て
は
１
学
年
か
ら

３
学
年
ま
で
が
対
象
で
す
。

＊
通
学
定
期
購
入
者
以
外
（
回
数

券
、
株
主
優
待
券
な
ど
）
の
人
は

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

＊
複
数
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
通
学
し
て
い
る
場
合
は
、
最

寄
の
駅
ま
で
が
補
助
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

＊
補
助
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

バ
ス
の
場
合
は
1
年
定
期
を
、
ま

た
近
鉄
、
Ｊ
Ｒ
お
よ
び
定
期
船
に

つ
い
て
は
６
か
月
定
期
を
基
準
と

し
て
、
１
か
月
当
た
り
の
額
を
算

出
し
補
助
額
を
算
定
し
ま
す
。
ま

た
下
宿
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
月

額
で
補
助
額
を
算
定
し
ま
す
。

※
補
助
額
算
定
時
の
１
０
０
円
未
満

の
端
数
は
切
捨
て
で
す
。

■
注
意
事
項
■

　

定
期
券
を
紛
失
な
ど
し
て
再
購

入
し
た
場
合
、
重
複
す
る
期
間
は

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

購
入
さ
れ
た
定
期
券
お
よ
び
そ

の
写
し
は
大
切
に
保
管
し
て
い
た

だ
き
、
申
請
後
に
購
入
し
た
対
象

期
間
分
の
定
期
券
に
つ
い
て
は
補

助
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
新

た
に
購
入
さ
れ
た
際
に
は
、
再
度

定
期
券
の
写
し
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
な
ど
の
調
査
に
つ
い
て

　

申
請
ご
と
に
市
税
な
ど
の
納
入

状
況
を
調
査
し
ま
す
。
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
市
税
な
ど
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

　

滞
納
が
確
認
さ
れ
た
か
た
に
つ

い
て
は
、
通
知
後
、
市
税
な
ど
を

納
入
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た

場
合
、
再
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
教
育
委
員
会
総
務

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平成 25年度分
高校生通学費など補助

教育委員会総務課　  25１２６２

　市では、子どもの教育に係る経済的負
担を軽くするため高校生の通学費などを
一部補助しています。
　申請方法は、「前期・後期」に分けて申
請し補助金を２回に分けて受け取る方法
と、「１年間分」を申請し補助金をまとめて
受け取る方法があります。

申請期間　2月3日（月）～21日（金）
　後期分（平成25年10月～3月）
　または１年間分（平成25年4月～3月）
　※土曜・日曜日、祝日を除く
　※前期分（平成25年4月～9月）の受付
　　は終了しました。
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第７回美し国三重市町対抗駅伝

　県庁前をスタートし、ゴールの県営陸上競技場までの
42.195㎞をタスキでつないで走る「美し国三重市町対抗
駅伝」が今年も開催されます。
　ここでは、選手登録された19人の鳥羽市代表選手をご
紹介します。
　ぜひ、みなさんも会場に足を運んでいただき、鳥羽市
選手団にご声援をお願いします。

教育委員会生涯学習課スポーツ推進係
１２６８25

県庁前（津市）　県営陸上競技場（伊勢市）2月16日（日）午前９時スタート（雨天決行）

ご当地グルメもあるよ！！
美し国三重を満喫美し国三重を満喫

市町交流市場（物産展）
同時開催！！

市町交流市場（物産展）市町交流市場（物産展）

２月16日（日）午前10時～
会場：県営総合競技場

松本　明彦
（明野高校）

中村　正仁
（（株）ヤマモリ）

田中　次尚
（菅島小学校）

岡本　亜海
（鳥羽小学校）

小久保　杏純
（安楽島小学校）

小久保　圭悟
（鳥羽小学校）

田畑　晴貴
（鳥羽小学校）

藤原　あや
（神島中学校）

田中　麻菜
（鳥羽東中学校）

木下　航弥
（加茂中学校）

辻　綾太
（鳥羽東中学校）

玉木　良和
（（株）玉木鉄工所）

中山　祐樹
（（有）中山建築）

髙安　一誠
（宇治山田商業高校）

野村　真哉
（伊勢工業高校）

齋藤　千穂
（宇治山田高校）

南　亜耶乃
（ＪＡ鳥羽志摩）

野嶋　沙更
（桃取小学校）

田中　葵
（皇學館大学）

岩橋　佐和
（宇治山田高校）

松本　聖
（皇學館大学）

１区 小学生女子（1.28㎞）６区 ジュニア男子（6.36㎞）

７区 一般女子（2.89㎞）

８区 20歳以上女子（3.43㎞）

９区 ジュニア女子（5.95㎞）

10区 20歳以上男子（6.425㎞）

２区 小学生男子（1.85㎞）

３区 中学生女子（3.76㎞）

４区 中学生男子（5.65㎞）

５区 40歳以上男子（4.60㎞）

伊
勢
自
動
車
道

雲出川

津IC

名松線

紀
勢
線

津

櫛田川

松阪
国道23号

近鉄山田線 宮川

伊勢市

伊勢IC

勢和多気JCT

多気

伊勢湾

9:00
スタート

11:00ごろ
ゴール

県庁前

小学生女子
1.28㎞

１
区

矢田カップ前

小学生男子
1.85㎞

２
区

メガネ赤札堂前

ジュニア男子
6.36㎞

６
区

大倉交差点ガリバー前

中学生女子
3.76㎞

３
区

三重スバル自動車前

中学生男子
5.65㎞

４
区

サークルK三雲中道店前

40歳以上男子
4.60㎞

５
区

マクドナルド玉城店東

ジュニア女子
5.95㎞

９
区JA松阪くしだ支店前

一般女子
2.89㎞

７
区

中日新聞明和専売所前

20歳以上女子
3.43㎞

８
区

坂本竹材店前

20歳以上男子
6.425㎞

10
区

コース図

同時開催！！同時開催！！

県営総合
競 技 場
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南
三
陸
町
へ
派
遣
さ
れ
て
か

ら
早
い
も
の
で
10
か
月
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
の
間
、
住
ま
い
を

高
台
に
移
す
防
災
集
団
移
転
事

業
の
完
成
第
１
号
で
あ
る
団
地

造
成
が
完
了
し
、
目
に
見
え
る

形
の
復
興
は
、
徐
々
に
進
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
仮
設
住
宅

に
住
ん
で
い
る
町
民
の
か
た
は

１
，
７
８
６
世
帯
で
５
，
３
５

７
人
も
お
り
、
「
普
通
の
暮
ら

し
」
に
戻
れ
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
の
状
況
で
す
。

　
さ
て
、
こ
ち
ら
で
は
お
正
月
に

な
る
と
、
家
に
は
、
鯛
や
エ
ビ
、

宝
船
な
ど
縁
起
物
を
か
た
ど
っ

た
切
り
紙
が
飾
ら
れ
ま
す
。
こ

の
切
り
紙
は
『
き
り
こ
』
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
神
社
の
宮
司

が
代
々
伝
わ
る
型
紙
を
も
と
に

和
紙
を
切
り
抜
い
て
作
り
ま
す
。

早
い
と
こ
ろ
で
は
お
盆
過
ぎ
か

ら
製
作
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
大
晦
日
に
「
き
り
こ
」

を
飾
り
新
年
を
迎
え
ま
す
。

　
「
き
り
こ
」
は
江
戸
時
代
中

期
か
ら
の
伝
統
と
さ
れ
、
複
雑

な
絵
柄
で
か
た
ど
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
形
状
は
、
同
じ
三
陸

地
方
南
部
で
も
デ
ザ
イ
ン
の
傾

向
が
異
な
る
よ
う
で
す
が
、
い

ず
れ
も
漁
の
安
全
と
豊
漁
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
神
棚

な
ど
に
一
年
を
通
し
て
「
き
り

こ
」
を
飾
る
家
も
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
復
興
へ
の
願
い
を

込
め
「
き
り
こ
」
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
も

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
復
興
へ
の
願
い
を
受
け

止
め
な
が
ら
、
南
三
陸
町
の
み

な
さ
ん
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

復
興
へ
の
願
い

派
遣
職
員　
松
岡
孝
治

Vol.96

鳥
羽
マ
ル
シ
ェ

　
第
62
回
式
年
遷
宮
は
、
８
年
の

歳
月
と
５
７
０
億
円
の
費
用
を
か

け
て
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
今
回

の
よ
う
な
賑
わ
い
は
、
長
い
遷

宮
の
歴
史
の
中
で
、
か
つ
て
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
０
１
３
年
に
伊
勢
神
宮
を
訪
れ

た
人
は
１
，
４
０
０
万
人
を
超
え
、

ま
さ
に
史
上
空
前
の
賑
わ
い
と
な

り
ま
し
た
。
観
光
業
を
主
た
る
産

業
と
し
て
い
る
鳥
羽
市
に
と
っ
て
、

「
お
伊
勢
さ
ん
の
ご
遷
宮
」
は
20

年
に
一
度
、
元
気
付
け
の
た
め
に

打
っ
て
も
ら
え
る
カ
ン
フ
ル
剤
の

よ
う
に
有
り
難
い
事
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
有
り
難
が
っ
て
ば
か

り
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

最
近
、
よ
く
耳
に
す
る
の
が
、

「
こ
れ
か
ら
ど
の
く
ら
い
観
光
客

が
減
少
し
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
」
と

い
う
心
配
で
す
。
今
ま
で
の
前
例

を
み
て
も
、
ま
ず
減
少
し
て
ゆ
く

の
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
そ
の
減
少
を
い
か
に
小
さ
な

も
の
に
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

関
係
者
の
願
い
で
あ
り
、
私
た
ち

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
他
の
市
町

に
負
け
な
い
だ
け
の
予
算
を
観
光

誘
客
の
た
め
に
つ
ぎ
込
み
つ
つ
、

観
光
業
関
係
者
や
市
の
職
員
も
努

力
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
今
後
は
、
「
お
伊
勢
さ

ん
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
」
だ
け
で

は
な
く
、
鳥
羽
に
来
て
い
た
だ
く

だ
け
の
魅
力
を
鳥
羽
に
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
第
一
弾
が
、
先
日
事
業
組
合
を

立
ち
上
げ
た
「
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
佐
田

浜
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
の
農
水
産

物
の
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

国
内
で
も
初
と
な
る
漁
協
と
農
協

の
対
等
出
資
に
よ
り
運
営
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と

欲
張
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鳥
羽

マ
ル
シ
ェ
を
活
用
し
て
、
農
業
、

漁
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

観
光
客
を
増
や
す
。
そ
し
て
市
民

が
楽
し
ん
で
憩
う
こ
と
が
で
き
る

快
適
空
間
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
佐
田
浜
は
交
通
の
便
が
よ
く
、

景
色
の
き
れ
い
な
所
で
す
。
こ
の

恵
ま
れ
た
地
区
を
「
鳥
羽
市
民
喜

び
、
遠
き
客
来
た
る
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
エ
リ
ア
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
市
が
関
与
す
る
施
設

で
す
の
で
、
市
内
の
民
間
事
業
者

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も
よ
く

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
は
私
自
身
も
心
配
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
守
り
の
姿

勢
で
は
将
来
の
発
展
は
見
込
め
な

い
と
考
え
決
断
し
ま
し
た
。

　
「
鳥
羽
マ
ル
シ
ェ
」
が
多
く
の

人
々
で
賑
わ
い
、
そ
こ
で
様
々
な

情
報
を
発
信
し
、
市
内
の
他
の
店

舗
や
観
光
施
設
が
同
じ
よ
う
に
活

況
を
呈
す
る
と
い
う
共
栄
の
夢
を

見
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
田
市
長
の

「きりこ」をモチーフにしたメッセージボード

南
三
陸
町

    

復
興
応
援
記Vol.3
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vol.9vol.9

一
人
一
人
が
備
え
て
こ
！

 
防
災
力
Ｕ
Ｐ
！
鳥
羽

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

 

25

1
1
1
8

　

平
成
17
年
か
ら
、
女
性
と
し

て
、
何
よ
り
も
幼
少
の
子
ど
も
が

い
る
母
親
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

「
家
庭
の
防
災
力
向
上
」
を
目
標

に
、
防
災
教
室
を
始
め
ま
し
た
。

卵
の
殻
踏
み
で
災
害
時
に
散
乱
し

た
も
の
を
踏
む
感
覚
を
体
験
し
た

り
、
身
を
守
る
「
ダ
ン
ゴ
虫
ポ
ー

ズ
」
の
練
習
、
新
聞
紙
を
使
っ
た

ス
リ
ッ
パ
の
作
成
や
毛
布
で
の
担

架
作
り
、
防
災
紙
芝
居
や
防
災
カ

ル
タ
な
ど
を
実
施
し
、
誰
で
も
楽

し
く
学
べ
る
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
防
災
活
動

を
行
っ
て
い
る
の
は
珍
し
く
、
県

内
に
と
ど
ま
ら
ず
県
外
か
ら
も
要

請
が
あ
り
、
年
間
30
回
を
超
え
る

出
張
防
災
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
う
い
っ
た
地
道
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、
平
成
25
年
９
月
に
「
防

災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

団
体
代
表
の
山
本
道
子
さ
ん

は
、
「
小
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚

園
・
町
内
会
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
障
害

者
施
設
・
老
人
会
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
、
呼
ば
れ

れ
ば
ど
こ
へ
で
も
飛
ん
で
い
き
ま

す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。
大

人
も
子
ど
も
も
、
防
災
に
つ
い
て

難
し
く
考
え
る
こ
と
な
く
、
身
近

な
も
の
と
し
て
日
々
取
り
組
ん
で

い
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
楽

し
い
防
災
教
室
で
す
。

防
災
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
★

　
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰　
受
賞
！

　
子
育
て
応
援
！！
０・１・２・３
サ
ー
ク
ル

団
体
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

発
足　
平
成
12
年

構
成
員　
子
ど
も
を
持
つ
母

親
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

概
要　
０
～
３
歳
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

し
、
子
育
て
支
援
を
目
的
に

親
子
の
遊
び
場
を
提
供

鬼
を
演
じ
、
最
近
で
は
、
お
母
さ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
恵
方
巻
を

作
る
。

　

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
を
守
っ
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
が
言
い
伝
え
に

捉
わ
れ
す
ぎ
ず
、そ
の
家
庭
の
や
り

か
た
で
行
う
豆
ま
き
が
あ
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、１
月
26
日
に
は
節
分
に
ち
な

み
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
♪
パ
パ・じ

い
じ
の
お
料
理
教
室
～
恵
方
巻
に
挑

戦
し
よ
う
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。い

つ
も
鬼
の
役
目
の
パ
パ･

じ
い
じ
が

お
子
さ
ん･

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
恵

方
巻
を
作
る
こ
と
で
、男
性
の
子
育

て
へ
の
関
心
や
、家
事
参
画
の
き
っ

か
け
を
作
ろ
う
、と
い
う
企
画
で
し

た
。当
日
は
鬼
の
飾
り
巻
を
作
る
な

ど
、楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

男
性
も
女
性
も
性
別
に
捉
わ
れ

ず
、互
い
を
認
め
合
い
、支
え
合
っ
て

い
く
男
女
共
同
参
画
社
会
も
春
の

訪
れ
に
あ
わ
せ
、ど
ん
ど
ん
芽
を
出

し
て
い
ま
す
。

　

｢

鬼
は
～
そ
と
！
福
は
う
ち
！！｣

２
月
３
日
は「
節
分
」で
す
。｢

節
分｣

と
言
え
ば
、豆
ま
き
、恵
方
巻
で
す

ね
。

　

節
分
は
も
と
も
と
中
国
か
ら
伝

え
ら
れ
た
習
俗
で
、春
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
邪
気
や
災
難
を
払
い
、新

し
い
年
の
福
善
を
願
う
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、豆
ま
き
は
、年

男（
そ
の
年
の
干
支
の
生
ま
れ
の
男

性
）ま
た
は
、一
家
の
主
人
が「
福
は

内
、鬼
は
外
」と
い
い
な
が
ら
煎
っ
た

大
豆
を
ま
き
、自
分
の
年
の
数
だ
け

豆
を
食
べ
る
と
１
年
病
気
に
な
ら
な

い
、と
い
う
言
い
伝
え
の
あ
る
行
事

で
す
。

　

さ
て
そ
の「
豆
ま
き
」で
す
が
、み

な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、誰
が「
鬼
」の

役
目
を
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
お
そ

ら
く
、先
ほ
ど
の｢

年
男｣

の
い
わ
れ

に
あ
る
よ
う
に
、女
性
が「
鬼
」の
役

目
を
す
る
こ
と
は
少
な
く
、男
性
が

そ
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
家
庭
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。お
父

さ
ん・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
外
へ
出
て

イコール
　　パートナー
　　　　シップVol.113

豆まき

市民課人権・生活係
 25 １１２６

子育て支援センターでの講座の様子

受賞楯を手にするサークルのメンバー
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KIDSPHOTOGRAPH

満
1
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ
ん
の
写

真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
可
）
に
20
文
字
以

内
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
て
、
広
報
情
報

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

koho@
city.toba.m

ie.jp

中村　海
か い と

斗 ちゃん

山下　結
ゆ い

生ちゃん

大岩　心
し の ん

温ちゃん

村田　琉
る な

月ちゃん

中村　侑
ゆ う が

雅 ちゃん

中川　結
ゆ あ

愛 ちゃん

平成 24 年12 月5 日生まれ（相差町）

平成 25 年 1 月21 日生まれ（安楽島町）

平成 24 年 12 月 26 日生まれ（鳥羽１丁目）

平成25年1月24日生まれ（安楽島町）

平成25年1月10日生まれ（安楽島町）

平成 25 年 1 月 26 日生まれ（答志町）

元気ですくすく
大きくなってね！！

元気いっぱい食いしん坊な
やんちゃ娘ゆい♡

何でも投げちゃうのが得意です♪

パパもママも琉月ちゃんが大好きだよ♡
笑顔で健やかに育ちますように。

１歳の誕生日おめでとう！
いっぱい遊んで大きくなってね☆

おてんば娘、結愛です。
元気いっぱいスクスク育ってね♡

我
が
席
は
市
長
の
隣
成
人
式　
　
　
　
　
　

一
丁
目　
　

中
村　

真
一

巻
き
上
げ
る
牡
蛎
ぎ
し
ぎ
し
と
潮
光
る　
　

小
浜
町　
　

石
原　
　

新

風
紋
に
足
跡
残
し
秋
の
浜　
　
　
　
　
　
　

船
津
町　
　

さ
と
う
め
ぐ

こ
こ
で
ま
た
会
う
約
束
や
忘
年
会　
　
　
　

小
浜
町　
　

増
田　

信
子

初
詣
で
ほ
ろ
酔
い
の
夫
乗
せ
て
ゆ
く　
　
　

若
杉
町　
　

野
村
多
加
子

朝
ま
だ
き
寝
間
に
残
り
し
月
明
か
り　
　
　

河
内
町　
　

奥
村　

清
子

父
の
忌
や
好
み
の
菊
を
仏
壇
に　
　
　
　
　

堅
神
町　
　

尾
田　

利
子

菜
を
採
り
に
坂
道
下
る
押
し
車　
　
　
　

大
明
西
町　
　

浦
田　

ち
ゑ

菊
日
和
八
十
路
の
手
仕
事
速
や
か
に　
　
　

池
上
町　
　

斉
藤　

弥
生

小
春
日
の
余
生
楽
し
む
散
歩
道　
　
　
　
　

桃
取
町　
　

下
村　

長
市

老
妻
と
寄
る
異
人
館
秋
の
旅　
　
　
　
　
　

屋
内
町　
　

山
路
飛
烏
賊

ス
ー
パ
ー
の
試
食
の
ぶ
ど
う
二
つ
三
つ　
　
　

幸
丘　
　

倉
田　

人
子

寒
風
に
矮
鶏
三
声
日
の
出
前　
　
　
　
　
　

船
津
町　
　

中
野　

吉
生

足
痛
め
気
だ
け
せ
か
れ
る
師
走
か
な　
　
　
　

幸
丘　
　

中
村
美
代
子

俳
句

　
◆
増
田
河
郎
子
　
選

【
評
】　
合
併
に
よ
っ
て
廃
校
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
校
庭
に
ぽ
つ
ん
と

残
る
鉄
棒
も
こ
の
俳
句
の
よ
う
に
、
時
々
は
役
に
立
っ
て
い
る
の
だ
。

廃
校
の
鉄
棒
に
干
す
伊
勢
大
根　
　
　

 

小
浜
町　
　

浜
口　

佳
春
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1日号
まちの話題

　鳥羽郷土史会（濱口巌会長）は１月12
日、鳥羽ゆかりの詩人・伊良子清白をし
のぶ、木斛忌（追悼忌）を開きました。
　清白は医師として23年間を小浜町で
過ごし、診療所兼自宅の庭に初夏になる
と咲く、木斛の清廉で小さな白い花をめ
でていたことから、鳥羽郷土史会が清白
の命日（１月10日）を木斛忌と定めまし
た。会場となった伊良子清白の家（鳥羽
一丁目）には、鳥羽郷土史会の会員や文
学ファンなど約70人が集まり、出席した
清白の孫・伊良子序

はじめ

さん（明石市在住）
は、「鳥羽で木斛忌を開いてもらい、感
無量です」と語ってくれました。

　堅神町で１月７日、江戸時代から続く
とされる山の神の神事が行われました。
　女の神とされる山の神は、堅神町山間
の男岩・女岩に祭られており、神事は男
性のみで執り行うしきたりとなっていま
す。堅神神社の江崎宮司と堅神町内会
（近藤巧功会長）役員の男性約10人は、
夜明け前の身を切るような冷たい空気の
中、一年間の山での作業の安全と五穀豊
穣を山の神に祈願しました。
　堅神町では、この神事を終えること
で、はじめて山に入ることが許されると
伝えられています。

　小浜町で今年の正月から実物の門松に
替わり、「門松のお札」が玄関に飾られ
ました。
　小浜町ではこれまで正月に門松を飾る
のが風習でしたが、一人暮らしの高齢者
が多くなり、松を切りに行くのが難しく
なってきたことから、町内会が神社でお
祓いをうけたお札を準備し、町民へ配布
しました。

　白木町で12月22日、子供会による鳥
の巣箱づくりが行われ、町内の子どもた
ちが自然について学びました。
　参加した10人の子どもたちは地域の大
人に指導してもらいながら、慣れない作
業も楽しく進めていました。
　出来上がった巣箱を里山に設置した子
どもたちは、「どんな鳥が住むのかな」
ととても楽しみな様子でした。

伊
良
子
清
白
の
業
績
に
光
を

巣
箱
づ
く
り
で
里
山
の
自
然
を
学
ぼ
う

正
月
の
玄
関
に
門
松
の
お
札

山
の
神
に
安
全
を
祈
願
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暮らしの情報　toba information

2 月１日～

暮らしの情報

広報とばに掲載された写真を差し上げます。
ご希望のかたは、総務課広報情報係まで。

お   
知   
ら   

せ

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25
１
１
４
６

　
市
で
は
、
保
健
師
や
福
祉
相
談
員
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
の
あ
る

か
た
や
、
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
２
月
20
日
(木)

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
診
察
室

申
込　
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前
に
健

康
福
祉
課
健
康
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

発
達
支
援
講
演
会　

～
指
導
が
難
し
い
子
ど
も

へ
の
行
動
理
解
と
支
援
～

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

25
７
２
２
１

　
落
ち
着
き
が
無
い
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
、
不

登
校
な
ど
、
子
ど
も
の
見
せ
る
さ
ま
ざ
ま

な
行
動
に
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
か
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
。

　
今
回
、
特
別
支
援
教
育
士
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
小
栗
正
幸
氏
を
招
き
、
気
に
な

る
子
ど
も
の
行
動
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の

状
態
に
ど
う
向
き
合
い
支
援
し
て
い
く
と

よ
い
か
、
具
体
的
な
対
応
法
に
つ
い
て
話

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　
２
月
16
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時　

　
　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

講
師　
小
栗　
正
幸　
氏

申
込
期
限　
２
月
10
日
(月)

申
込
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
を
知
ろ
う

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

25
１
１
８
２

　
認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。
認
知
症
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が
あ
り
、
ど
う
対

応
す
る
の
か
、
一
緒
に
認
知
症
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き　
３
月
４
日

（火）
午
後
２
時
～

　
　
　

（
１
時
間
30
分
程
度
）

と
こ
ろ　
鳥
羽
商
工
会
議
所
３
階
・
か
も

め
ホ
ー
ル

講
師　
県
立
志
摩
病
院
精
神
科
部
長　

　
　
　
松
山　
明
道　
医
師

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
２
月
25
日

（火）

地
球
塾
公
開
講
座

～
三
島
由
紀
夫「
潮
騒
」～

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

25
１
２
６
８

　
地
球
塾
第
５
回
講
座
で
は
、
三
島
由
紀

夫
の
作
品
の
中
で
最
も
親
し
ま
れ
、
神
島

が
舞
台
と
な
っ
た
「
潮
騒
」
に
つ
い
て
、

三
島
由
紀
夫
文
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
佐
藤
秀
明
氏
を
招
き
、
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ま
た
、
潮
騒
の
舞
台
「
神

島
」
に
つ
い
て
市
文
化
財
専
門
員
の
野
村

史
隆
氏
か
ら
も
講
演
し
て
い
た
だ
き
三
島

由
紀
夫
文
学
と
神
島
に
つ
い
て
学
習
し
ま

す
。

　
入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
２
月
23
日

（日）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
鳥
羽
商
工
会
議
所
３
階
・
か
も

め
ホ
ー
ル

講
師　

近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授

佐
藤　
秀
明　
氏

市
文
化
財
専
門
員

野
村　
史
隆　
氏

間
伐
材
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25
１
２
３
１

　
市
で
は
、
森
林
整
備
に
よ
り
間
伐
し
た

木
材
を
搬
出
し
、
市
内
在
住
者
で
自
車
で

の
引
き
取
り
・
積
み
込
み
な
ど
が
行
え
る

か
た
を
対
象
に
、
一
申
請
当
た
り
軽
ト
ラ

ッ
ク
１
台
分
程
度
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

な
お
、
無
く
な
り
し
だ
い
終
了
と
な
り
ま

す
。

と
き　
２
月
14
日
(金)

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　
松
尾
第
二
工
業
団
地
内
（
松
尾

町
３
０
４
ー
７５
） 

※
配
布
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
配
布
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
く
わ
し
く
は
、
農
水
商
工
課
農
林
係
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

まちで見かけた

元気な子

広報とば 20



　

暮らしの情報　toba information

information
2月１日～

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
不
動
産
公
売

税
務
課
特
別
滞
納
整
理
係

 

25
１
１
３
６

　
市
で
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差

し
押
さ
え
た
不
動
産
に
つ
い
て
、
ヤ
フ
ー

㈱
と
連
携
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
買

受
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
入
札
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
公
売
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
公
売
財
産
Ｆ-

３
】

(

土
地
の
表
示)

所
在　
鳥
羽
市
浦
村
町
字
春
尻

地
番　
９
８
３
番
１
０
６

地
目　
山
林

面
積　
１
３
，
１
９
３
㎡

見
積
価
額　
　
４
３
０
，
０
０
０
円

公
売
保
証
金　
　
５
０
，
０
０
０
円

※
こ
の
公
売
財
産
に
つ
い
て
は
現
場
下
見

会
を
行
い
ま
せ
ん
。

公
売
参
加
申
込
期
間　
２
月
13
日
(木)
午
後

１
時
～
25
日
(火)
午
後
11
時

入
札
期
間　
３
月
４
日
(火)
午
後
１
時

～
11
日
(火)
午
後
１
時

公
売
場
所　
ヤ
フ
ー
㈱
が
提
供
す
る
公
売

に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ

ム
上
（

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp)

売
却
決
定

と
き　
３
月
18
日
(火)
午
前
10
時

と
こ
ろ　
鳥
羽
市
役
所

買
受
代
金
納
付
期
限　

３
月
18
日
(火)
午
後
２
時
30
分

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
へ
の
参
加
申

込
や
入
札
方
法
に
つ
い
て
は
、
ヤ
フ
ー

ジ
ャ
パ
ン
・
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://koubai.
auctions.yahoo.co.jp/help/
index.htm

l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業

企
画
財
政
課
企
画
経
営
室

 

25
１
１
０
１

　
離
島
住
民
の
自
発
的
な
島
づ
く
り
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
日
本

離
島
セ
ン
タ
ー
は
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

助
成
対
象
事
業　
離
島
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
・
団
体
に
よ
る
離
島
の
人
材
育

成
に
係
る
新
規
事
業
で
、
次
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

①
離
島
の
産
業
振
興
や
生
活
・
文
化
・
福

祉
の
向
上
に
係
る
事
業

②
他
地
域
と
の
交
流
推
進
に
係
る
事
業

助
成
金
額　
助
成
支
給
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
で
、
１
０
０
万
円
を
限
度
額
と

し
ま
す
。

応
募
期
限　
２
月
10
日
(月)

事
業
実
施
期
間　
４
月
１
日
(火)
～
平
成
27

年
２
月
28
日
(土)

応
募
方
法　
所
定
の
申
請
書
と
助
成
事
業

計
画
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
企
画
財
政
課
企
画
経

営
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
公
益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.city.toba.m

ie.jp/
kikaku/ritoujinnzaiikusei.htm

l

浮
魚
礁
の
利
用
登
録

公
益
財
団
法
人
三
重
県
水
産
振
興
事
業
団

 

０
５
９
ー
２
２
８
ー
１
２
９
１

　
三
重
県
水
産
振
興
事
業
団
で
は
、
三
重

県
が
熊
野
灘
沖
合
に
整
備
し
た
浮
魚
礁
の

利
用
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
浮
魚
礁
を
利
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
受

付
期
間
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
２
月
３
日

（月）
～
28
日

（金）

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
利
用
拡
大
を
推
進

農
水
商
工
課
農
林
係

 

25
１
２
３
１

　
間
伐
材
な
ど
を
使
っ
た
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
、
薪
や
木
質
チ
ッ
プ
な

ど
を
主
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
の
利
用
拡
大
を
目
的
に
購
入
費

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
者
ま
た
は
市
内
事
業

所
が
、
市
内
の
住
宅
も
し
く
は
事
業
所
に

設
置
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
設
置
場
所
見
取
図
・
購
入
費
な
ど

の
見
積
書
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
順
に
交
付
決
定
を
行
い
、
予
算
の

範
囲
内
で
採
択
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
農
水
商
工
課
農
林
係
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
50
回
新
春
税
務
講
演
会

税
務
課
管
理
収
納
係

 

25
１
１
３
２

　
三
重
県
下
税
務
連
絡
協
議
会
主
催
（
伊

勢
税
務
連
絡
協
議
会
主
管
）
に
て
、
名
古

屋
国
税
局
長
を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
き　
２
月
４
日
(火)

　
　
　
午
後
３
時
～
５
時
（
予
定
）

と
こ
ろ　
神
宮
会
館
大
講
堂
（
内
宮
前
）

伊
勢
市
宇
治
中
之
切
町
１
５
２
番
地

講
師　
名
古
屋
国
税
局　
局
長　
冨
永　

哲
夫　
氏

テ
ー
マ　
「
我
が
国
の
財
政
の
現
状
」

税
に
関
す
る
作
文　
名
古
屋
国
税
局
長
賞

受
賞
者
お
よ
び
作
文
紹
介

参
加
費　
無
料

問
合
せ
先　
伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会
（
伊

勢
商
工
会
議
所
内
）　

 

０
５
９
６ 

25 

５
１
５
１

 

０
５
９
６ 

28 

４
１
８
１

西村くま オス３歳
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住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
対
象
者
の

確
定
申
告
事
前
相
談
会

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
部
門

（
音
声
案
内
）

０
５
９
６
28 

３
１
９
１

税
務
課
市
民
税
係

 

25
１
１
３
４

　
伊
勢
税
務
署
で
は
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
ら
れ
る
か
た
を
対
象
に
、

確
定
申
告
事
前
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
13
日
(木)
・
14
日
(金)

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
市
民
文
化
会
館
３
階
・
中
会
議

室対
象　
平
成
25
年
中
に
居
住
者
が
住
宅
ロ

ー
ン
を
利
用
し
て
、
家
を
新
築
、
購
入
・

増
改
築
を
さ
れ
た
か
た

持
ち
物

・
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

・
各
種
控
除
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し

・
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書

・
家
屋
と
敷
地
を
併
せ
て
取
得
さ
れ
た
場

合
は
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

・
請
負
契
約
書
の
写
し
ま
た
は
売
買
契
約

書
の
写
し

・
住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高
証
明
書

・
増
改
築
の
場
合
は
、
増
改
築
等
工
事
証

明
書

・
筆
記
用
具
、
計
算
用
具
、
印
鑑

・
預
貯
金
通
帳
な
ど
の
本
人
名
義
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の

・
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
の
写
し
な
ど

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
受
け
る
補

助
金
な
ど
の
額
を
明
ら
か
に
す
る
書
類 

（
平
成
23
年
６
月
30
日
以
後
に
契
約
し
た

住
宅
の
取
得
な
ど
に
つ
い
て
適
用
を
受
け

る
場
合
）

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
に

よ
っ
て
必
要
と
な
る
書
類
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp/

を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
伊
勢
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

三
重
県
議
会
選
挙
区
の
見
直
し

に
対
す
る
意
見
募
集
に
つ
い
て

総
務
課
行
政
係

 

25
１
１
１
２

　
三
重
県
議
会
で
は
、
県
議
会
の
選
挙
区

お
よ
び
定
数
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
間
案
に
対
す
る
県
民
の
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
間
案
で

は
、
県
議
会
議
員
の
定
数
が
鳥
羽
市
１
、

志
摩
市
２
で
あ
っ
た
も
の
を
合
区
し
て
定

数
３
か
ら
２
と
す
る
案
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
鳥
羽
市
民
の
声
を
県

へ
届
け
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
大
き
な

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
市
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

意
見
募
集
期
限　
２
月
13
日

（木）

提
出
方
法　
所
定
の
様
式
に
意
見
を
記
入

し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
に

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
様
式　
三
重
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
総

務
課
行
政
係
ま
た
は
市
内
各
連
絡
所
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
殺
予
防
講
演
会

伊
勢
保
健
所

 

０
５
９
６ 

27 

５
１
３
７

伊
勢
市
健
康
福
祉
部
健
康
課

 

０
５
９
６ 

27 

２
４
３
５

　
平
成
24
年
に
年
間
自
殺
者
数
は
、
15
年

ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
多
く
の
人
が
自
殺
に
よ
り
亡
く

な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
今
こ
そ
、
こ
こ
ろ
元
気
に
生
き
る
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。
地
域
住
民
一
人
一
人

が
、
明
る
い
人
生
の
態
度
と
こ
こ
ろ
の
健

康
の
大
切
さ
を
通
じ
て
、
生
き
て
い
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
機
会
と

な
れ
ば
と
考
え
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　
２
月
26
日
(水)

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多
目

的
ホ
ー
ル
（
伊
勢
市
御
薗
町
長
屋
２
７
６

７
）

講
師　
鎌
田　
敏　
氏

　
　
　
杉
浦　
公
子　
氏

対
象　
地
域
住
民

内
容　

①
講
演
「
今
日
も
笑
顔
で　
こ
こ
ろ
元
気

に
生
き
る
」

②
メ
ン
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
講
座

参
加
費　
無
料

申
込
期
限　
２
月
21
日

（金）
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
①
名
前
②
住
所
（
職
場
）
③

連
絡
先
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
伊
勢
保
健
所
（

０
５
９
６
27

５
２
５
３
）
ま
た
は
伊
勢
市
健
康
福
祉
部

健
康
課
（

０
５
９
６
21

０
６
８
３
）

相
談
所
受
付
時
間
の
変
更

伊
勢
保
健
所
志
摩
市
駐
在

 

０
５
９
９ 

43 

５
１
１
１

　
伊
勢
保
健
所
志
摩
市
駐
在
が
毎
月
第
３

水
曜
日
に
行
っ
て
い
る
鳥
羽
相
談
所
（
休

日
応
急
診
療
所
ひ
だ
ま
り
、
ま
た
は
鳥
羽

商
工
会
議
所
）
で
は
、
４
月
よ
り
受
付
時

間
を
変
更
し
、
検
便
の
受
け
付
け
は
廃
止

し
ま
す
。

受
付
時
間
の
変
更
（
変
更
前
）
午
前
10
時

～
12
時
、
午
後
１
時
～
３
時

（
変
更
後
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

検
便
受
付
の
廃
止　
相
談
所
で
の
受
け
付

け
は
廃
止
し
ま
す
。
（
引
き
続
き
検
便
を

希
望
さ
れ
る
業
者
の
か
た
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
）

　
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
伊
勢

保
健
所
志
摩
市
駐
在
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

information
2月１日～

暮らしの情報　toba information

広報とば 22



　

information
2月１日～

県
内
の
最
低
賃
金

三
重
労
働
局
賃
金
室

 

０
５
９
ー
２
２
６
ー
２
１
０
８

　
県
の
最
低
賃
金
は
、
平
成
25
年
10
月
19

日
か
ら
時
間
額
７
３
７
円
で
す
。
こ
の

最
低
賃
金
は
原
則
、
年
齢
・
雇
用
形
態

（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問
わ

ず
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
の
産
業
（
７

業
種
）
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働

者
に
は
、
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
５
業

種
の
時
間
額
が
１
月
４
日
か
ら
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
業
種
お
よ
び
時
間
額

ガ
ラ
ス
・
同
製
品
製
造
業　
　
８
０
０
円

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
製
造
業　
　
８
２
０
円

洋
食
器
・
刃
物
・
手
道
具
・
金
物
類
製
造

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
１
６
円

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
５
円

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
８
４
１
円

　
く
わ
し
く
は
、
三
重
労
働
局
賃
金
室
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

 

０
３
ー
３
８
１
８
ー
３
８
７
０

　
各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
希
望
す
る
大
学
の

教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方
法
・
受

講
手
続
き
な
ど
を
直
接
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
に
は
大

学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方
法
、
開
設

学
科
一
覧
、
取
得
で
き
る
教
員
免
許
・
資

格
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
冊
子
「
大

学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」
を
配
布
し
ま
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
不
要
、
参
加
費
は
無

料
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

と
き　
２
月
15
日
(土)

　
　
　
12
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
名

古
屋
市
中
区
３
丁
目
11
ー
13
）

と
き　
２
月
23
日
(日)

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
８

階
（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
４
ー
４
ー
38
）

対
象　
一
般
お
よ
び
高
校
生

行
政
書
士
無
料
相
談
所

三
重
県
行
政
書
士
会
志
摩
支
部

 
26
３
８
０
０

　
相
続
・
遺
言
・
権
利
義
務
・
事
実
証
明

の
書
類
作
成
・
農
地
転
用
・
風
俗
営
業
許

可
・
建
設
業
許
可
な
ど
の
相
談
を
行
い
ま

す
。

と
き　
２
月
22
日
(土)

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
鳥
羽
商
工
会
議
所
２
階
・
中
会

議
場

「
ひ
え
対
策
」
料
理
教
室

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25
１
１
４
６

　

市
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
で

は
、
「
ひ
え
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
料
理
教

室
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
２
月
26
日
(水)

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
ご
ろ

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容　
講
義
、
調
理
実
習
、
試
食

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

募
集
人
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
19
日
(水)

お
や
こ
食
育
教
室

～
肥
満
を
防
い
で
健
康
お
や
こ
～

健
康
福
祉
課
健
康
係

 

25
１
１
４
６

　
食
事
や
お
や
つ
の
食
べ
か
た
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し
く
学
ん
だ
り
、
調
理

実
習
を
し
て
、
お
や
こ
の
ふ
れ
あ
い
の
時

間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
４
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者

と
き　
２
月
22
日
(土)

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

内
容　
肥
満
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
、
調

理
実
習
、
試
食

と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
子
ど
も

用
ス
リ
ッ
パ

募
集
組
数　
10
組
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
17
日
(月)

助
産
師
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

25
７
２
２
５

　
産
前
・
産
後
か
ら
子
ど
も
の
成
長
や
病

気
に
つ
い
て
な
ど
助
産
師
さ
ん
の
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
普
段
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る

か
た
は
質
問
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
２
月
17
日
(月)

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
あ
そ

び
の
広
場
「
だ
っ
こ
」

講
師　
助
産
師　
勢
力　
美
代　
氏

対
象　
乳
幼
児
子
育
て
中
の
家
族
の
か
た

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
応
募
の

と
き
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
２
月
10
日
(月)

申
込
・
問
合
せ　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

暮らしの情報　toba information

募　
　
集

23 広報とば



information

暮らしの情報　toba information

2 月1日～

「
鳥
羽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

掲
載
す
る
広
告
主

総
務
課
広
報
情
報
係

 

25
１
１
１
４

　
市
で
は
、
「
鳥
羽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
掲
載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
の
広
告
主
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
期
間　
申
請
の
翌
月
か
ら
１
か
月
単

位
（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
）

掲
載
規
格

・
掲
載
位
置　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
く
ら
し

の
情
報
ペ
ー
ジ

・
大
き
さ　
縦
50
×
横
１
７
０
ピ
ク
セ
ル

・
デ
ー
タ
量　
５
KB
以
下

・
デ
ー
タ
形
式　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ

Ｇ
形
式

掲
載
料　
１
枠 

月
額
５
，
０
０
０
円

募
集
枠
数　
１０
枠
（
枠
数
を
超
え
る
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
先
着
順
と
し
ま
す
）

生
涯
学
習
講
座
受
講
生

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

25
１
２
６
８

　
市
で
は
、
次
の
教
室
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

①
人
権
推
進
事
業
共
催

「
本
場
韓
国
の
キ
ム
チ
と
チ
ヂ
ミ
」

講
師　
朴　
恩
珠　
氏
（
生
涯
学
習
講
座
・

韓
国
語
講
師
）

と
き　
２
月
14
日
(金)

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容　
本
場
韓
国
の
キ
ム
チ
と
チ
ヂ
ミ
の

作
り
か
た
を
学
び
、
料
理
を
通
じ
て
国
際

交
流
を
行
う
。

②
幸
せ
を
呼
ぶ

「
簡
単
ス
ッ
キ
リ
整
理
収
納
術
」

講
師　
西
村　
み
き　
氏
（
整
理
収
納
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
き　
２
月
21
日
(金)

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

内
容　
雑
誌
な
ど
で
も
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
整
理
収
納
術
を
学
ぶ

◎
共
通
事
項

参
加
費　
無
料

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
（
市
民
文
化
会
館

３
階
）

対
象　
市
内
在
住･

在
勤
の
か
た

募
集
人
員　
各
20
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
先　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

申
込
期
限　
２
月
７
日
(金) 

リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
の
堆
肥
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
ろ
う

鳥
羽
市
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

 

25

９
２
０
０

　
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
の
肥
料
は
多
く
の

か
た
か
ら
「
す
ご
く
い
い
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク

で
こ
の
堆
肥
を
使
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
り

ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
終
わ
っ
た
か
た
に
は

追
肥
用
肥
料
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と
き　
２
月
13
日
(木)

　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

参
加
料　
苗
、
ポ
ッ
ト
代
（
当
日
回
収
）

※
栽
培
す
る
容
器
が
あ
れ
ば
持
参
可

申
込
期
限　
２
月
６
日
(木)

俳
句
会
の
新
会
員伊

勢
志
摩
俳
句
会

増
田
０
９
０
ー
８
７
３
８
―
２
２
２
８

　
伊
勢
志
摩
俳
句
会
で
は
、
新
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
俳
句
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

と
き　
２
月
２
日

（日）
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
市
民
文
化
会
館

出
句　
３
句

市　の　人　口
1 月１日現在（　）内は　12 月比

人　口　　２０，９４６人（ー３４人）
男　　　　　９，８６４人（－１５人）
女　　　　１１，０８２人（ー１９人）
世帯数　　８，５６６世帯（ー 5 世帯）

お　よ　ろ　こ　び
お誕生おめでとう

（12月中に届出のあったかた）敬称略

こどもの名前 届出人 生まれた日 町名

小田　湊
み な と

人 啓博 12．17 四丁目
佐藤　陽

ひ な た

大 翔太 12．14 五丁目
楠木　莉

り な

菜 友喜 12．  1 安楽島
岡村　莉

り な

奈 康一郎 12．  2 船津
竹田　歩

あ ゆ と

叶 賢 12．13 幸丘
中村　香

か り ん

琳 光佑 11．30 岩倉
中村　結

ゆ い か

花 将 12．19 松尾

お　く　や　み
ご冥福をお祈りします

（12月中に届出のあったかた）　敬称略

名前 年齢 亡くなった日 町名

梅村　鉦子 （95） 12．  6 四丁目
坂本　俊祐 （42） 12．20 堅神
尾上　幸子 （66） 12．10 安楽島
今井　すみ （87） 12．19 大明西
河村　泰通 （85） 12．11 岩倉
右江　省ニ （67） 12．14 松尾
樋口　 の （101） 12．31 松尾

川　久生 （78） 12．  4 浦村
辻　　泰子 （91） 12．20 国崎
田畑　善昭 （75） 12．21 相差
中村　俊市 （62） 12．  1 桃取
濱口　勝行 （75） 12．  7 桃取
山下　政代 （83） 12．  9 答志
井村與佐雄 （71） 12．29 答志
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library 
news

木・金曜日は午後７時まで開館。
休館日は、月曜日・第２水曜日。

図書館だより

お知らせ

3 March
2014

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー

休館日

市立図書館　  26 4555

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ　アイティービー）

2 月 1 日
～

2 月 15 日

特　集 市・県民税と所得税の申告受付が始まります

お知らせ
第 7 回美し国三重市町対抗駅伝大会鳥
羽市選手へご声援を
子育て支援サポーターになってみませんか
凍結した道路・雪道での走行にご注意ください（再）

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

2 月 16 日
～

2 月 28 日

特集 毎月 30 日は真珠婚の日

お知らせ
第 14 回鳥羽市子どもフェスティバルへご参加ください
定住支援事業奨励金
子育て支援サポーターになってみませんか（再）

ｺﾐｭﾆﾃｨ 
＆ﾄﾋﾟｯｸｽ

市内で行われたイベントなどの模様を、アイティー
ビーのニュース映像を用いてお伝えします

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。また議会日程および放送内容・タイトルについては変更される場合がありますのでご了承ください。
番組内容については広報情報係  25 1102、加入申し込みについては㈱アイティービー 0120-270-089 へ問い合わせてください。

アナログ　6ch
（デジアナ変換）
デジタル　123ｃｈ

	 	 	 	 	 	 	 1	
	2	 3	 4	 5	 6	 7	 8	
	9	 10	 11	 12	 13	 14	 15	
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製作番組「テレビ広報とば」
　　　　　（番組時間約 30 分）

放送時間　午前6時、8時、10時、
12 時、午後 2 時、4 時、6 時、8 時、
10 時～

◎
お
は
な
し
の
会

と
き　
２
月
１
日

（土）
午
後
２
時
～

『
て
ぶ
く
ろ
』ほ
か

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

と
き　
２
月
８
日

（土）
午
前
10
時
30
分
～

『
ふ
く
は
う
ち
お
に
は
う
ち
』ほ
か

と
き　
２
月
16
日

（日）
午
前
10
時
30
分
～

『
だ
い
こ
ん
ど
の
む
か
し
』ほ
か

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
２
月
15
日

（土）
午
後
２
時
～

テ
ー
マ「
い
ろ
ん
な 

こ
と
ば
」

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
２
月
28
日

（金）
午
前
10
時
30
分
～

『
ご
ろ
ん
ご 

ゆ
き
だ
る
ま
』ほ
か

◎
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　
２
月
25
日

（火）
午
前
10
時
～

お
は
な
し
は
、『〈
い
ま
す
ぐ
〉さ
ん〈
だ

ん
だ
ん
〉さ
ん〈
こ
れ
か
ら
〉さ
ん
』、『
ギ

ア
ッ
コ
少
年
と
豆
』ほ
か

◎
鳥
羽
こ
ど
も
の
本
の
会（
読
書
会
）

と
き　
２
月
18
日

（火）
午
前
９
時
45
分
～

テ
キ
ス
ト
『
せ
か
い
い
ち
う
つ
く
し
い

ぼ
く
の
村
』

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
２
月
18
日

（火）
午
前
10
時
～

文
化
講
座
展
覧
会
へ
ど
う
ぞ

平
成
25
年
度
文
化
講
座
会
員
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

と
き　
２
月
28
日

（金）
～
３
月
11
日

（火）

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

祝
日
開
館
の
お
知
ら
せ

２
月
11
日

（火）「
建
国
記
念
の
日
」は
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
開
館
。

《
一
般
書
》

『
男
の
嗜
み
』　　
　
　
　
川
北
義
則
著

『
ゼ
ロ
戦
と
日
本
刀
』　　
百
田
尚
樹
著

『
自
分
史
の
書
き
方
』　　
　
立
花
隆
著

『
原
罪
』　　
　
　
　
　
　
遠
藤
武
文
著

『
宝
の
山
』　　
　
　
　
　
梶
よ
う
子
著

『
そ
の
鏡
は
嘘
を
つ
く
』　　
薬
丸
岳
著

『
漁
師
の
愛
人
』　　
森
絵
都
著　
ほ
か

《
児
童
書
》

『
僕
は
46
億
歳
。』　　
　

豊
田
充
穂
作

『
木
か
げ
の
秘
密
』　　
　
　
浅
野
竜
作

『
ド
ラ
ゴ
ン
株
式
会
社
』新
城
カ
ズ
マ
作

『
あ
し
っ
て
エ
ラ
い
！
』　
大
島
妙
子
絵

『
ま
だ
だ
よ
ま
だ
だ
よ
』　
市
居
み
か
絵

『
す
ご
い
サ
ー
カ
ス
』古
内
ヨ
シ
作
ほ
か

2 February
2014

	Sun	 Mon	 Tue	 Wed	 Thu	 Fr i	 Sat

図書カレンダー
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	9	 10	 11	 12	 13	 14	 15	
16	 17	 18	 19	 20	 21	 22	
23	 24	 25	 26	 27	 28	

鳥羽健康づくり体操
「ストレッチ　lesson2」

放送時間　午前 7 時～
　 　　午後 1 時～、7 時～

　（番組時間約 10 分）

放送時間　午前 9 時～、
　 　　午前 11 時～、
　 　　午後 5 時～

　　　　( 番組時間約 8 分 )

健康ウォーキング＆みんなと☆ばーがー体操教室

　ケーブルテレビを視聴するにはアイティービーへの加入が必
要です。市では、市内に居住しているかたが加入する場合、加
入金 26,250 円を全額負担しています。未加入のかたは加入を
ご検討ください。（引き込み工事費及び宅内工事費は別途負担し
ていただくようお願いします）

25 広報とば



編
集
後
記

広
報
マ
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編集と発行
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資源保護のために再生紙を使用しています。

温
度
差

山
本　

今
日
は
ま
た
一
段
と
冷
え
ま

す
ね
。

寺
本　

先
月
は
初
雪
も
降
っ
た
し
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
く
よ
な
。

山
本　

取
材
に
行
く
と
カ
メ
ラ
が
冷

た
く
て
。

浜
崎　
は
ぁ
、
は
ぁ
。

寺
本　

朝
か
ら
そ
ん
な
に
息
を
切
ら

し
て
ど
う
し
た
ん
？

浜
崎　

歩
い
て
き
た
ら
汗
が
…
。
自

宅
か
ら
15
分
く
ら
い
な
ん
で
す
け
ど

ね
。

寺
本　

歩
く
こ
と
は
健
康
の
た
め
に

も
な
る
か
ら
い
い
こ
と
や
な
。

浜
崎　

こ
こ
ち
ょ
っ
と
暑
く
な
い
で

す
か
。
空
気
の
入
れ
替
え
を
…

山
本　
今
日
も
か
…
。

寺
本　

毎
朝
窓
を
全
開
に
す
る
の
、

し
ば
ら
く
止
め
へ
ん
？

保健福祉センターひだまり
土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

対　象 実施日 受付時間 持ち物
25 年 7 月生まれ 26 日（水） 9：00 ～ 11：00 母子手帳・問診票

● 7 か月児健康相談

対　象 実施日 受付時間 持ち物
乳幼児、１歳児 13 日（木） 9：00 ～ 14：00 母子手帳

●乳幼児・１歳児健康相談

対　象 実施日 受付時間 持ち物

23 年 7 月・8 月生まれ 21 日（金）12：45 ～ 13：15 母子手帳・問診票

●２歳児歯科検診

対　象 実施日 受付時間 持ち物

22 年 7 月 ･8 月生まれ 14 日（金）12：30 ～ 13：00 母子手帳・問診票

●３歳児健康診査

対　象 実施日 受付時間
※要予約9 ～ 12 か月児 5 日（水） 10：00 ～ 10：30

●離乳食教室（後期）

とき ところ

わいわい広場 毎週木曜日 10：00 ～ 12：00 ひだまりホール

●こどもの遊び場

対　象 実施日 受付時間

一　　般 　3 日 ( 月 )
17 日 ( 月 )

9：00 ～ 12：00
（電話相談は 17：00 まで）

●健康相談

実　施　日 テ　ー　マ 時　　間

毎週金曜日 「腰痛予防」 10：00 ～ 11：00

●ストレッチ教室

開　放　日

月・木曜日　　　　9：00 ～ 16：30
水　曜　日　　　　9：00 ～ 12：00

●元気ルーム開放日

暮　ら　し　の　相　談

相 談 内 容 実施日 受付時間・窓口 会　　場

教 育 相 談 月～金 9:00 ～ 16:30
 25 ２４５７

旧小浜小学校内
教育支援センターＨＡＲＰ

総
合
こ
ど
も
相
談

随時相談 月～金
「ほっぷ」

9:00 ～ 16:30
 25 ７２２１

子育て支援センター
（あおぞら保育所２階）

心理カウンセラーに
よる相談　発達検査

　4 日（火）
18 日（火）

保健福祉センター
ひだまり
※要予約

一般相談は、３日
前までに予約（予約
があるときのみ開催）

児童相談所による
相談療育手帳判定 12 日（水）

交通事故相談 12日（水） 13:00 ～ 15:00
 25 １１２６

人 権 相 談
18日（火）13:30 ～ 15:30

 25 １１４１行 政 相 談
法 律 相 談
（弁護士） 27日（木）13:00 ～ 15:30

 25 １１８８一 般 相 談
（何でも相談） 20日（木）

障 害 相 談 月～金 9:00 ～ 17:00
 25 １１８３

保健福祉センター
ひだまり

消費生活相談 月・水・金 9:00 ～ 16:00
 25 １２４１

消費生活相談室
（市民文化会館３階）

夜間納税相談 月～金
※祝日を除く

17:15 ～ 21:00
 25 １１３２

税務課
（市民文化会館２階）

※要予約

女 性 相 談 月・水・金 9:00 ～ 17:00
 25 １２７６

保健福祉センター
ひだまり

●各種相談

子　育　て　応　援　

対象 ところ と　き

未就園のこどもと
その保護者

子育て支援センター
（あおぞら保育所２階）

火・水・金
9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30

※子育て相談は、月～金 9:00 ～ 16:30

●あそびの広場「だっこ」
　問い合わせ／子育て支援センター    25 ７２２５

対象 ところ と　き

就学前のこども
とその保護者

相差女性活動センター  4 日（火）･18 日（火）10:00 ～12:00

菅島コミュニティアリーナ 12 日（水）・26 日（水）10:30 ～12:00

●子育てサロン
　問い合わせ／社会福祉協議会    25 １１８８

問い合わせ／健康福祉課健康係    25 １１４６

と　き ところ 時　間

9 日（日）・23 日（日） 安楽島漁協前 8：00 ～ 10：00

●あらしま朝市　 問い合わせ／あらしま新鮮組    090-7950-4425

朝　　　　　　　市

と　き ところ 時　間

2 日（日）・16 日（日） 旧今浦保育所 8：00 ～ 10：00

●今浦朝市　 問い合わせ／麻生の浦会 090-4117-2503

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19 

20

21

22

23

24

25

26

27

28

●管理栄養士による栄養相談
対　象 実施日 受付時間

※要予約一　　般 月～金曜日 9：00 ～ 17：00

生活カレンダー 2月 FEBRUARY

納　　　　　　　税

税　目 期　別 納期限
固定資産税
都市計画税 第 4 期分

28 日（金）
国民健康保険税 第 8 期分

●納　税
　問い合わせ／税務課    25 １１3 ２

広報とば 26


